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職　員　数 増減数22 年度 23 年度

普通会計

下記以外 386 人 373 人 ▲ 13 人

教　　育 63 人 58 人 ▲ 5 人

消　　防 71 人 71 人

小　　計 520 人 502 人 ▲ 18 人

公営企業等会計 117 人 114 人 ▲ 3 人

合　　　計 637 人 616 人 ▲ 21 人

 市報うおぬま3

区　分 内　訳

採用者数 　21 人（一般行政職 11 人、医療職 4 人、消防職 6 人）

退職者数 　26 人（一般行政職 17 人、技能労務職 3 人、医療職 4 人、消防職 2 人）

区　分 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度

計　画 715 人 701 人 688 人 673 人 639 人 622 人

職員数 716 人 691 人 674 人 657 人 637 人 616 人

対前年職員減 ▲ 25 人 ▲ 17 人 ▲ 17 人 ▲ 20 人 ▲ 21 人

区　分 標準的な職名 職員数 構成比

６級 課長、参事 9 人 3.1％

５級 参事、室長 22 人 7.4％

４級 副参事 82 人 27.7％

３級 主任 144 人 48.6％

２級 主事、技師 27 人 9.1％

１級 主事補 12 人 4.1％

合　計 296 人 100.0％

職員の採用・退職の状況（平成 23 年度）■■  ■  

職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）■■  ■  

部門別職員数の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

一般行政職の級別職員数の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

教育部門には教育長１名を含んでいます。

・魚沼市の給与条例に基づく給料表の級区分
　による職員数です。

・「標準的な職名」とは、それぞれの級に該
　当する代表的な職名です。

区　分
部　門

人事行政の運営等の状況
　平成２３年度における魚沼市の職員数及び給与等の概要をお知らせします。
　詳細は「平成２４年度　人事行政の運営等の状況」として、市ホームページ・市役所
総務課（小出庁舎）または各市民センター・北部振興事務所で閲覧できます。

問　総務管理室　☎７９２－９２０３

地
球
温
暖
化
対
策
税
の
増
税
に
伴
い
に
よ
り

都
市
ガ
ス
従
量
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
石
油
石
炭
税
の
増
税
が
２４
年
３

月
に
国
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２４
年
度
、
２６
年
度
、
２８
年
度
の
３

段
階
に
分
け
て
引
き
上
げ
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

魚
沼
市
の
都
市
ガ
ス
事
業
に
お

い
て
は
、
１１
月
か
ら
都
市
ガ
ス
の

原
料
の
卸
価
格
に
増
税
分
が
上
乗

せ
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
魚
沼
市
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課
税
前
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庫
の
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費
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を
勘
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し
、
平
成
２４
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月
１
日
か
ら
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記
の
と
お
り
料
金
の
改
定
を
行
い

ま
す
。

問　
ガ
ス
水
道
局 

業
務
課 

料
金
係　

☎
７
９
２
・
１
１
１
８

契約名 区分 従量料金（税込）
旧 新 改定額

一般供給契約

料金表 A ０～ 25m3 109.41 円 109.58 円 ＋ 0.17 円

料金表 B 25 超～ 250m3 107.31 円 107.48 円 ＋ 0.17 円

料金表 C 250m3 超 105.21 円 105.38 円 ＋ 0.17 円

融雪契約
冬　　期（12 ～ 3 月検針分） 69.30 円 69.47 円 ＋ 0.17 円

その他期（4 ～ 11 月検針分） 上記、一般供給契約の料金を適用します

小型空調
冬　　期（12 ～ 3 月検針分） 104.58 円 104.75 円 ＋ 0.17 円

その他期（4 ～ 11 月検針分） 93.03 円 93.20 円 ＋ 0.17 円

業務用需給契約
１種 66.78 円 66.95 円 ＋ 0.17 円

２種 75.18 円 75.35 円 ＋ 0.17 円

空調夏期契約

１種（4 ～ 11 月検針分） 77.28 円 77.45 円 ＋ 0.17 円

２種（4 ～ 11 月検針分） 82.53 円 82.70 円 ＋ 0.17 円

１種・２種（12 ～ 3 月検針分） 上記、一般供給契約の料金を適用します

※上記の表には原料費調整制度の調整額を含んでいません。なお、基本料金は変更がない

　ため掲載を省略しています。

■魚沼市都市ガス事業の料金改定表

　【参考】魚沼市の一般家庭における都市ガス料金の比較

○料金改定前
・基本料金　577.5 円
・従量料金（107.31 円＋原料費調整額 4.55 円）
　× 42m3 ＝ 4,698.12 円
　合計　5,275 円（1 円未満切り捨て）

○料金改定後
・基本料金　577.5 円
・従量料金（107.48 円＋原料費調整額 4.55 円）
　× 42m3 ＝ 4,705.26 円
　合計　5,282 円（1 円未満切り捨て）

※平均的な一般家庭（一般供給契約で月に 42㎥を使用する世帯）の月額料金で比較

　料金改定前後の比較

　改訂後 5,282 円　－　改定前 5,275 円　＝　１か月７円の増加

H24.12 月から
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職員数の給与の状況（平成 23 年度普通会計決算）■■  ■  

職員数（A） 給　与　費 １人あたり
給与額（B/A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

人 千円 千円 千円 千円 千円

504 1,875,070 344,525 647,442 2,867,037 5,688

ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 魚沼市 県内市
平　均

類似団体
平　　均

全国市
平　均

平成 22 年度 92.1 95.1 96.3 98.8

平成 23 年度 92.4 94.6 96.5 98.8

　・ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
　　水準を 100 とした場合の地方公務員の給
　　与水準を示す指数です。
　・「類似団体平均」とは、人口規模、産業構
　　造が類似している団体のラスパイレス指数
　　を単純平均したものです。

平均年齢及び平均給料月額等の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

一般行政職

魚沼市 44.3 歳 320,545 円 364,969 円 339,730 円
新潟県 43.7 歳 339,183 円 425,668 円 380,235 円

国 42.3 歳 327,205 円 ー 397,723 円
類似団体 43.3 歳 327,151 円 380,711 円 351,610 円

　・「平均給料月額」とは、平成 23 年 4 月 1 日現在における基本給の平均です。
　・「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの
　　全ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　・「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当・特殊勤務手当等の手当
　　が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

職員の主な手当の状況（平成 23 年度）■■  ■  

区　分 魚　沼　市 国の制度と異なる内容

期末手当
　・支給割合　2.60 月分（6 月期 1.25　12 月期 1.35）
　　※管理職員においては市独自削減により、支給割合は 2.30 月分
　　（職制上の段階・等級による加算措置あり）

ー

勤勉手当 　・支給割合　1.35 月分（6 月期 0.70　12 月期 0.65）
　　（職制上の段階・等級による加算措置あり） ー

扶養手当

　・配偶者　　　13,000 円 / 月
　・配偶者以外　  6,500 円 / 月
　※配偶者が無い場合は 1 人目 11,000 円
　（満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの子 1 人につき
　   5,000 円を加算）

ー

住居手当 　借家、借間に居住し、月額 12,000 円を超える家賃を払っている場合、
　その負担額に応じて月額最高 27,000 円まで支給 ー

通勤手当

　・電車、バス等の利用者で、負担している運賃に応じて月額最高
　　55,000 円まで支給
　・自動車等利用者で、片道使用距離に応じて
　　月額 2,000 円～ 24,500 円まで支給

ー

時間外勤務手当

　・正規の勤務時間を超えて勤務した場合に支給
　　午後 10 時～午前 5 時　1 時間当たり単価× 1.50 ×勤務時間数
　　上記以外の時間   　　　1 時間当たり単価× 1.25 ×勤務時間数
　・正規の勤務日以外に勤務した場合に支給
　　午後 10 時～午前 5 時　1 時間当たり単価× 1.60 ×勤務時間数
　　上記以外の時間   　　　1 時間当たり単価× 1.35 ×勤務時間数

単価の算出方法

区　分 魚　沼　市 国の制度と異なる内容

休日給 　・祝日法による休日等に勤務した場合に支給
　　1 時間当たり単価× 1.35 ×勤務時間数 単価の算出方法

管理職手当 　・管理、監督の地位にある職員に支給　26,700 円～ 37,500 円 / 月 　46,300 円～
　　　139,300 円 / 月

寒冷地手当 　・世帯の状況に応じて 11 月～翌 3 月まで支給
　　7,360 円～ 17,800 円 / 月 ー

退職手当

　　　　　　　　　  【自己都合】　　　　【勧奨・定年】
　・勤続 20 年　　　23.50 月分　　　　　30.55 月分
　・勤続 25 年　　　33.50 月分　　　　　41.34 月分
　・勤続 35 年　　　47.50 月分　　　　　59.28 月分
　・最高限度額　　   59.28 月分　　　　　59.28 月分
　※その他の加算措置：定年前早期退職特例措置 2 ～ 20％加算

ー

特別職の報酬等の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）■■  ■  

区　分 給料等月額 期末手当（支給割合）

給　料 市　長 702,000 円（780,000 円）
2.95 月分

6 月期 1.40 月分
12 月期 1.55 月分

副市長 555,750 円（585,000 円）

報　酬
議　長 380,000 円（390,000 円）
副議長 312,000 円（320,000 円）
議　員 292,000 円（300,000 円）

「給料等月額」の（　）内は、　
市独自削減前の月額です。

職員の分限及び懲戒処分の状況（平成 23 年度）■■  ■  
（１）分限処分…休職 2 人　
（２）懲戒処分…免職 1 人、減給 6 人、戒告 4 人

職員の服務の状況（平成 23 年度）■■  ■  
　本市においては、“ 綱紀の厳正な保持及び服務規律の徹底について ” など、計 5 回の通知等により職員の綱紀
粛正及び服務規律の確保に努めました。

職員の研修及び勤務成績の評定の状況（平成 23 年度）■■  ■  
（１）職員研修…研修科目数 148 科目、延べ参加者数 940 名
（２）勤務成績の評定…個々の職員の職務行動を通して、業績・能力を細かに分析・評価し、職員の能力開発、　

　　　　　　　　　　  資質向上及び人員配置などの人事管理に反映しています。

職員の福祉の状況（平成 23 年度）■■  ■  
（１）健康診断の実施及び受診者数等

　　○定期健康診断　477 人　　○人間ドック　524 人　　○産業医による健康相談会（2 回）　27 人
　　（人間ドック受診者へは 9,000 円 /1 人を助成）

（２）公務災害及び通勤災害の発生件数
　　○公務災害　5 人　○通勤災害　2 人

（３）安全衛生管理
　○衛生委員会の開催及び職場環境点検の実施　　　12 回
　○職場の健康づくり支援事業にかかる研修会　　75 人
　○管理監督者等向けメンタルヘルス対策研修会　14 人
　○一般職員向けメンタルヘルス研修会　　　　　53 人

職員の利益の保護の状況（平成 23 年度）■■  ■  
（１）勤務条件に関する措置の要求…　0 件
（２）不利益処分に関する不服申し立て…　0 件

{

　・職員手当には退職手当負
　　担金が含まれていません。
　・職員数は特別職（市長・
　　副市長）含む平成 23 年
　　4 月 1 日現在の人数です。

{

平成２４年５月　新人職員研修会の様子
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島
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さ

れ
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こ
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戦
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た
方
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し
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で
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年
配
の
女
性
か
ら
話
を
伺
い

ま
し
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。
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避
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し
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中
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平
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育
っ
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私
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、
そ
ん
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体

験
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あ
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ま
せ
ん
。
も
し
、
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に

な
っ
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と
し
て
も
、
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対
に
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
っ
て
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ま
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、
自
分
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こ
と
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精
一
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に
な
る
で
し
ょ
う
。
自
分
の
命
に
余
裕
が
な

い
条
件
の
中
で
も
、
強
い
気
持
を
持
ち
、
周

囲
へ
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思
い
や
り
を
行
動
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移
せ
る
こ
と
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大
切
さ
と
偉
大
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

次
は
平
和
を
願
う
気
持
の
強
さ
で
す
。
８

月
６
日
の
平
和
記
念
式
典
で
は
、
今
年
で
被

爆
６７
周
年
に
な
る
と
い
う
の
に
、
原
爆
投
下

が
歴
史
の
一
部
と
し
て
風
化
し
て
い
な
い
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
原
爆
投
下

の
事
実
に
つ
い
て
様
々
な
思
い
を
持
っ
た
人

が
本
当
に
大
勢
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
私

た
ち
の
よ
う
な
中
学
生
く
ら
い
の
人
も
い
ま

し
た
。
私
の
祖
父
と
同
じ
く
ら
い
の
世
代
の

人
も
い
ま
し
た
。
幅
広
い
年
齢
の
人
々
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
６７
年
経
っ
た
今
で
も
、
ず
っ
と
生
き
別

れ
た
家
族
へ
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
人
が
い
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
色
々
な
思
い
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
式
典

の
会
場
だ
け
で
な
く
、
会
場
外
で
祈
り
を
さ

さ
げ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
式
典
に

参
加
す
る
外
国
人
も
い
ま
し
た
。
私
は
、
８

月
６
日
が
広
島
に
と
っ
て
特
別
な
日
な
の

だ
、
広
島
が
６７
年
間
８
月
６
日
を
大
切
に
し

て
、
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
た

か
ら
、
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
各
国
の
人
が

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
世
界
が
も
っ
と
平
和
に
対

し
て
の
考
え
を
改
め
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
平
和
記
念
公
園
で
は
、

私
た
ち
が
見
に
行
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
は
ど

こ
も
混
ん
で
い
ま
し
た
。「
原
爆
の
子
の
像
」

の
周
り
に
は
、
千
羽
鶴
を
持
っ
た
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
し
、
供
え
ら
れ
た
千
羽
鶴
が

た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鶴
の
数
は

平
和
へ
の
祈
り
の
数
だ
と
思
う
と
、
平
和
を

祈
る
人
々
の
輪
は
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
戦
争
の
、
原
爆
の
悲
惨
さ
で
す
。

平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
、
原
爆
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
展
示
を
見
ま
し

た
。
当
時
の
服
や
、
原
爆
で
変
な
形
に
ゆ
が

ん
だ
か
わ
ら
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
全
身

や
け
ど
を
負
っ
た
人
の
写
真
を
見
ま
し
た
。

想
像
以
上
の
生
々
し
い
写
真
は
、
し
っ
か
り

と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の

資
料
か
ら
も
、
私
の
心
を
打
つ
強
い
力
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
資
料
館
を
見
て
、

当
時
の
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
想
像
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
広
島
で
は
、
原
爆
の
こ
と
や
投

下
直
後
の
広
島
の
姿
を
学
び
、
平
和
を
強
く

願
う
世
界
の
人
々
の
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
、
世
界

に
豊
か
な
心
を
広
げ
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
身
近
な
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
島
へ
行
く

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
８
月
５
日
か
ら

３
日
間
広
島
に
行
き
、

平
和
記
念
式
典
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
３
月
に
修
学
旅
行
で
、
広
島
の

平
和
記
念
公
園
に
行
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
か

自
分
が
平
和
記
念
式
典
に
参
加
で
き
る
と
は

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

１
日
目
に
被
爆
者
体
験
講
話
を
聞
き
ま
し

た
。
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
植
田
さ
ん
は
当

時
、
運
よ
く
日
陰
に
い
た
の
で
無
事
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
植
田
さ
ん
の
妹
は
、

今
も
行
方
不
明
の
ま
ま
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ

を
聞
い
た
と
き
、
原
爆
は
と
て
も
恐
ろ
し
い

も
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
植
田
さ
ん

や
無
事
だ
っ
た
友
達
、
先
生
は
安
全
な
所
へ

逃
げ
る
途
中
、
近
く
に
い
た
け
が
人
の
応
急

手
当
を
し
て
あ
げ
た
り
、
い
つ
も
持
っ
て
い

た
非
常
食
な
ど
を
み
ん
な
で
分
け
合
い
、
助

け
合
っ
た
り
し
た
と
お
っ
し
ゃ
て
い
ま
し

た
。
救
急
時
に
自
分
の
も
の
を
た
め
ら
う
こ

と
な
く
人
と
分
け
合
う
と
い
う
こ
と
を
、
今

の
僕
達
は
な
か
な
か
出
来
な
い
と
思
い
ま

す
。
と
て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
助
け
合
っ
て

み
ん
な
で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
植
田
さ
ん
は
話
の
最
後
に
、「
自
分
自

身
を
心
と
体
で
考
え
ら
れ
る
か
し
こ
い
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
僕
は
こ
れ
か
ら

も
一
生
懸
命
生
き
て
、
世
界
が
平
和
に
な
る

よ
う
、
た
く
さ
ん
良
い
こ
と
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
総
理
大
臣
や
広
島
市
長

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
８

月
６
日
午
前
８
時
１５
分
に
は
黙
祷
を
し
ま
し

た
。僕
は
、「
世
界
か
ら
核
兵
器
が
無
く
な
り
、

世
界
中
の
人
々
が
平
和
な
毎
日
を
お
く
れ
ま

す
よ
う
に
。」
と
祈
り
な
が
ら
黙
祷
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し

ま
し
た
。
原
爆
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
の

遺
品
や
、
当
時
の
広
島
の
ジ
オ
ラ
マ
、
被
爆

者
の
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

見
る
の
は
２
回
目
で
し
た
が
、
や
は
り
胸
が

苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
原
爆
の
こ
と

な
ど
が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
、
見
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　

３
日
間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
り
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
修
学
旅

行
で
広
島
に
行
っ
た
時
は
、「
原
爆
は
い
け

な
い
も
の
だ
、
被
爆
者
は
と
て
も
つ
ら
い
思

い
や
経
験
を
し
た
ん
だ
。」
と
思
っ
た
だ
け

で
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
思
う
だ
け
で
は

な
く
被
爆
者
や
平
和
の
た
め
に
何
か
行
動
に

移
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
僕
は
被
爆
者
か
ら
聞
い
た
話
を
一
生

忘
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
こ
と
が
起
き

た
と
い
う
こ
と
を
世
の
中
の
人
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
世
の
中
が

平
和
に
な
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
派
遣
事
業
に
参
加
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

こ
の
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、

植
田
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
、
娘
を
見
つ
け
ら

れ
な
い
自
分
を
責
め
続
け
、
そ
の
姿
に
ず
っ

と
接
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

原
子
爆
弾
は
、
た
っ
た
一
つ
で
、
人
の
体

と
心
、
広
島
を
壊
し
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た

人
々
の
生
活
を
一
転
さ
せ
ま
し
た
。
青
空
が

真
っ
暗
に
な
り
、
昨
日
ま
で
一
緒
に
笑
っ
て

い
た
家
族
、
友
達
が
一
瞬
で
灰
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
様
子
は
、
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。
お

話
を
聞
い
て
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
、
生
々

し
さ
と
共
に
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

平
和
へ
の
思
い
が
一
層
強
ま
っ
た
の
は
、

広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
た
時
で
す
。

こ
の
場
に
は
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
大
勢

の
人
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
世
界
が
、

８
月
６
日
の
日
本
と
広
島
に
大
き
な
関
心
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
厳
粛
に
進
み
、
８
時
１５
分
に
黙
と

う
を
し
ま
し
た
。
じ
り
じ
り
と
暑
さ
を
感
じ

る
中
で
の
、
鐘
の
音
と
蝉
の
声
が
今
も
耳
に

残
っ
て
い
ま
す
。
祈
り
が
、
こ
れ
程
に
濃
い

も
の
だ
っ
た
と
は
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

慰
霊
や
平
和
を
願
う
人
が
、
一
人
で
も
増
え

た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。「
過
ち
は

繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
思
い
が
静
か
に
伝

わ
っ
て
く
る
記
念
式
典
で
し
た
。
こ
の
雰
囲

気
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
、
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

献
花
へ
行
く
時
、「
今
日
は
、
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
亡
く
な
っ
た
日
だ
よ
。」
と
話
す
親
子

が
い
ま
し
た
。
世
代
を
超
え
て
、
事
実
と
思

い
を
繋
ぐ
日
で
も
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

原
爆
ド
ー
ム
は
、
近
づ
い
て
見
る
と
、
迫

力
が
増
し
ま
し
た
。骨
格
だ
け
残
っ
た
屋
根
。

周
り
に
散
ら
ば
っ
た
レ
ン
ガ
。
四
角
い
穴
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
窓
枠
。
そ
の
姿
に
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。『
原
爆
の
象
徴
』
だ
け
で
な

く
、『
生
き
る
人
々
の
象
徴
』
で
も
あ
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
原
爆

ド
ー
ム
を
含
む
平
和
記
念
公
園
が
、
町
に
馴

染
ん
で
い
た
こ
と
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
過
去
を
責
め
る
の
で
は
な
く
て
、
永
遠

の
平
和
を
目
指
し
、
人
々
が
前
向
き
に
信
じ

て
き
た
、戦
後
67
年
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

広
島
で
、
昔
の
反
省
が
、
今
の
豊
か
さ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
私
達
の
世
代
は
、
戦
争
の
痛
み
を
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
事
実
を
進
ん
で
知
り
、
受
け
止
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
永

遠
の
平
和
を
守
り
続
け
て
い
く
責
任
が
あ
り

ま
す
。

　

私
は
こ
の
夏
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
「
心
が
働
く
か
ら
初

め
て
人
な
ん
で
す
。」

こ
れ
は
、
被
爆
者
の
植

田
さ
ん
が
、
繰
り
返
し

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

　

当
時
、
植
田
さ
ん
は
、
道
に
転
が
る
死
体

か
ら
目
を
背
け
て
い
た
の
に
、
気
が
つ
く
と

死
体
を
見
て
も
平
気
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
程
に
心
が
麻
痺
し
て
い
て
、
死
が

す
ぐ
隣
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

植
田
さ
ん
の
妹
は
、
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
１４
歳
だ
っ
た
植
田
さ
ん
は
、
妹
が
無

事
だ
と
思
い
た
く
て
、
探
し
に
行
か
な
か
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
植
田
さ
ん
は
、
今
で
も

今
へ
続
く
思
い

湯
之
谷
中
学
校
３
年
　
小お

ば
た幡

　
千ち

さ
と里

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

堀
之
内
中
学
校
３
年
　
水み

ず
お
ち落

　
　
樹た

つ
き

広
島
で
学
ん
だ
こ
と

入
広
瀬
中
学
校
３
年
　
浅あ

さ
い井

　
大た

い
き樹

　今年の広島平和記念式典に参加
してきた中学生の皆さんの作文を
掲載します。

（前後編・前編）

を訪ねて
ヒロシマ

2012

　

広
神
中
学
校
・
小
出
中
学
校
・
守
門
中
学

校
の
代
表
生
徒
の
作
文
は
、
後
編
の

１１
月

１０

日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
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平
成
２５
年
度 

申
込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

保
育
園
・
幼
稚
園
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

平
成
２５
年
度
に
保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の
利
用
を
希
望
す
る
方
の
申
込
受
付

を
始
め
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、
市
内
の
ど
の
施
設
で
も
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
園

　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、
病
気
な

ど
の
た
め
に
家
庭
で
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
、
家
庭
の
保
護
者
に
代
わ
っ
て

保
育
す
る
施
設
で
す
。

幼
稚
園

　

文
部
科
学
省
の
幼
稚
園
教
育
要
領
に
基
づ

い
て
幼
児
を
教
育
す
る
施
設
で
す
。

１０
月
１５
日
（月）
～
１１
月
１６
日
（金）

■
受
付
期
間

■
保
育
料

　

入
園
児
童
の
年
齢
と
、
児
童
が
属
す
る
世

帯
の
所
得
税
額
や
市
民
税
の
課
税
額
か
ら

「
保
育
料
徴
収
金
基
準
額
表
」
に
よ
り
算
定

さ
れ
ま
す
。

■
延
長
保
育

　

保
護
者
の
勤
務
時
間
等
の
都
合
で
、
通
常

の
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
が
必
要
な
場
合

に
お
預
か
り
す
る
「
延
長
保
育
」
を
、
市
内

す
べ
て
の
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

保育園 所在地 電話番号 定員

通常の保育時間
平日 土曜 日曜・休日

8:30 ～ 16:00 8:30 ～ 12:00 休園
延長時間を含む開園時間

平日 土曜 日曜・休日

市　

立

堀之内なかよし保育園 堀之内 3910-1 794-6161 270 名

7:00 ～ 19:00

7:00 ～ 19:00

休園

佐梨保育園 佐梨 777-4 792-0634 75 名
7:00 ～ 19:00

（佐梨保育園で実施）
ひがし保育園 佐梨 356 792-6320 60 名

伊米ヶ崎保育園 虫野 1897-8 792-1095 90 名

つくし保育園 七日市 275-1 792-1191 150 名 7:00 ～ 19:00
（つくし保育園で実施）ひかり保育園 宇津野 618 795-2356 45 名

ふたば西保育園 山口 20-1 799-2227 160 名 7:00 ～ 19:00
（２園で週ごとに交代）ふたば東保育園 今泉 1995-1 799-2058 160 名

守門保育園 須原 4403 797-2002 90 名 7:00 ～ 19:00

私　

立

小出保育園 小出島 598 792-3434 180 名 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00

清心保育園 四日町 277-1 792-5144 45 名 7:00 ～ 20:30 7:00 ～ 19:00 休園

■市内保育園一覧（市立９園、私立２園）

　「保護者の求職活動」を理由に保育園を利用される場合で、就労しない状態が入園から
一定期間経過したときは、保育の実施解除（退園）の決定を受けることがあります。

保護者の求職活動を理由とした入園について

　　各保育園申込み・お問い合わせは、各保育園または子ども課へ
　　　※申込書類は各保育園にあります。

１０
月
１５
日
（月）
～
１１
月
１６
日
（金）

■
市
立
幼
稚
園
受
付
期
間

  

１０
月
１０
日
（水）
～
申
込
順

■
私
立
幼
稚
園
受
付
期
間

　　市立幼稚園申込み・お問い合わせは、市立幼稚園または子ども課へ。
　　　私立幼稚園への申込み・お問い合わせは、私立幼稚園へお願いします。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

保
護
者
等
が
、
仕
事
等
で
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
、
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
て
、
健
全

育
成
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

１０
月
１５
日
（月）
～
１１
月
１６
日
（金）

■
受
付
期
間

■
対
象

　

保
護
者
等
が
仕
事
等
で
昼
間
家
庭
に
い

な
い
、
概
ね
１０
歳
未
満
の
児
童

名称 実施場所 電話番号 開館時間
平日 土曜・長期休み 日曜・休日

市　

営

堀之内放課後児童クラブ 堀之内子育て支援センター 堀之内 409 794-2158

  学校放課
　　   ～ 18:30 7:45 ～ 18:30 休館

小出つくしクラブ 小出児童センター 佐梨 777-4 792-1250
小出北部つくしクラブ 小出小学校 佐梨 1060 793-2012
湯之谷放課後児童クラブ 湯之谷児童館 七日市 276 792-1713
広神東よつばクラブ よつば児童館 今泉 1995-1 799-3505
広神西よつばクラブ 広神農村環境改善センター 田中 100-1 799-2964
守門きのめクラブ 守門庁舎 須原 520 797-2314

私
営ひまわり放課後児童クラブ 小出保育園隣 小出島 665-5 792-3434

090-8035-0468
学校放課

～ 22:00 7:00 ～ 22:00 7:00 ～ 22:00

■
そ
の
他

■放課後児童クラブ一覧

　各施設申込み・お問い合わせは、各施設または子ども課へ　※申込書類は各施設にあります。

・
小
出
地
区
の
市
営
２
ク
ラ
ブ
で
人
数
が

偏
る
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
希
望
の
ク
ラ
ブ
に
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
開
館
時
間
帯
等
に
不
都
合
の
あ
る
方
は
、

各
児
童
ク
ラ
ブ

ま
た
は
子
ど
も

課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

問　

子
ど
も
課　

☎
７
９
４
・
６
０
２
７

保育料徴収金基準額表
階層

各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 保育料（月額 / 円）
定義 ３歳未満児 ３歳児 ４歳以上児

１ 生活保護世帯 0 0 　0

２ 第１階層及び第４－１～７階層
に該当しない世帯で、前年度の
市民税の額が右の区分に該当する
世帯

非課税世帯
母子世帯等
在宅障害者のいる世帯

0 0 0

その他の世帯 6,800 4,600 4,600
3-1 均等割の額のみ課税世帯 10,800 8,600 8,600
3-2 所得割の額課税世帯 14,800 12,500 12,500
4-1

第 1 階層を除き、前年分の所得税
の額が右の区分に該当する世帯

31,000 円未満 19,300 16,800 16,800
4-2 31,000 円以上 50,000 円未満 27,800 26,500 24,200
5-1 50,000 円以上 103,000 円未満 32,700 30,000 24,600
5-2 103,000 円以上 130,000 円未満 41,800 30,500 25,000
6-1 130,000 円以上 350,000 円未満 48,000 30,700 25,300
6-2 350,000 円以上 510,000 円未満 48,800 30,900 25,500
7 510,000 円以上 49,200 31,100 25,700

○同一世帯から兄弟が同時に入園している場合は減額措置があります。
○保育料の階層区分を判定する際の「所得税の額」、「市民税の所得割の額」の計算方法は、通常の計算方法と異なる点
　（年少扶養控除があるものとして計算するなど）があります。くわしくは子ども課へお問い合わせください。

市報うおぬま　2012.10.10 　 8

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 保育料（月額）

市　

立

守　門
幼稚園

須原 4397-1
☎ 797-2270

5 歳児：35 名
平日 8:30 ～ 16:00
早朝保育・
預かり保育あり

授業料：6,100 円
給食費：4,200 円

入広瀬
幼稚園

穴沢 246-1
☎ 796-2280

3 歳児：35 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
預かり保育あり

授業料：6,100 円
給食費：4,400 円

※その他：同時入園の第２子以降については授業料の減免があります。

幼稚園名 所在地・電話 定員 保育時間 保育料（月額）

私

立

めぐみ
幼稚園

井口新田 360
☎ 792-6768

3 歳児：25 名
4 歳児：若干名
5 歳児：若干名

平日 8:30 ～ 15:30
土曜日は園行事があ
るときのみ。
春休み・夏休み・冬
休みは希望保育あり。

（平日・長期休業日い
ずれも早朝保育・延
長保育あり）

保育料：18,000 円
給食費：    5,900 円
施設費：　  300 円
暖房費：　  300 円
入園料：20,000 円

（入園料は入園時のみ）

※その他
・市から一定の計算のもとに「就園奨励費補助金制度」があります。
・通園バス利用可。（園まで 4km 以上の方はご相談ください）
・英会話（年中児、年長児）・茶道・習字（年長児）

■市内幼稚園一覧
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文
化
財
散
歩
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滝
之
又
の
諏
訪
神
社
の
境
内
に

生
え
て
い
る
二
本
の
大
杉
で
、
推

定
樹
齢
は
８
０
０
年
、
昭
和
４４
年

３
月
２５
日
に
、
県
指
定
文
化
財
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
本
は
樹
高
約
３７
メ
ー
ト
ル
、
幹

の
目
通
り
６
．４
メ
ー
ト
ル
で
す
。

も
う
一
本
は
樹
高
約
４０
メ
ー
ト

ル
、
目
通
り
５
．
５
メ
ー
ト
ル
で

２
本
の
間
隔
は
約
３
メ
ー
ト
ル
、

い
ず
れ
も
約
６
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
で
２
本
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

昔
、
諏
訪
神
社
の
東
、
約
１８
メ
ー

ト
ル
の
所
に
正
心
寺
と
い
う
寺
院

が
あ
り
、
そ
の
山
門
の
杉
で
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
目
通
り
と
は
、
地
上
高
１
．
２

メ
ー
ト
ル
で
測
っ
た
樹
木
の
幹
の

周
長
の
こ
と
で
す
。
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平成２４年度コミュニティ助成事業

宝くじ助成事業で
集会所と備品を整備しました

　

宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

今
年
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

助
成
が
４
地
区
に
対
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

助
成
を
受
け
た
区
で
は
、
整
備

し
た
集
会
所
や
備
品
を
活
用
し
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
し
、
助

成
す
る
も
の
で
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

魚
う お の じ

野地区（堀之内地域）

　老朽化したコミュ

ニティセンターの建

て替えを行いました。

赤
あかつち

土区（守門地域）

　集会所のエアコン

やテレビ、レンジ等

を整備しました。

向
むかいまつかわ

松川区（守門地域）

　太鼓やテント、集

会所のテレビ等を整

備しました。

横
よこね

根区（入広瀬地域）

　集会所のテレビや

コピー機、テーブル

等を整備しました。

ふ
さ
ん

　
　
　
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
の
ん
し
。

　

そ
の
日
、
８
月
８
日
・
９
日
、

私
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
会
場
で
応
援

を
し
て
い
た
の
で
す
。

　

私
ど
も
は
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
後

援
会
員
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で

応
援
に
馳
せ
参
じ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
最
高
の
喜
び
と
な
っ
た

の
は
、
女
子
４
階
級
の
う
ち
３
個

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
が
出
来

た
そ
の
現
場
に
直
接
立
ち
会
う
こ

と
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
に
日
の
丸
が

揚
が
り
、
君
が
代
を
会
場
で
歌
う

こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
筆
舌
に
尽

く
し
難
い
感
動
で
し
た
。

　　

彼
女
達
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
選

手
は
、
毎
年
夏
に
な
る
と
魚
沼
市

の
隣
・
十
日
町
市
の
山
中
で
特
別

合
宿
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

塩
の
又
集
落
で
廃
校
と
な
っ
た

小
学
校
校
舎
を
道
場
と
し
て
激
し

い
練
習
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
た
び
の
金
メ
ダ
ル
３
個

は
、
新
潟
県
の
風
土
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

№ 3

「
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
」

　

私
た
ち
は
そ
ん
な
十
日
町
市
と

の
ご
縁
で
後
援
会
を
立
ち
上
げ
応

援
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
ま
た
ま
彼
女
た
ち
の
練
習
を

拝
見
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
想
像
を
遥
か

に
超
え
た
激
し
い
も
の
で
し
た
。

　

新
潟
県
の
山
中
で
血
を
吐
く
よ

う
な
激
し
い
練
習
に
耐
え
て
こ
そ

世
界
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
間

も
な
く
、
東
京
銀
座
通
り
で
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

魚
沼
市
を
離
れ
、
都
心
へ
移
り
住
ん
だ
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー

 佐藤　永久さん です
東京広神会会長

今回寄稿いただいたのは…

迫力ある滝之又の二本杉。
滝之又地区のシンボル的存在です。

県指定文化財の天然記念物・

「滝之又の二本杉」
を紹介します。

問　まちづくり室　☎７９２－９７５２

達
の
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
、
５０
万
人

の
人
た
ち
が
凱
旋
を
祝
福
致
し
ま

し
た
。

　

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
彼
女
た
ち

は
特
に
素
敵
な
笑
顔
で
手
を
振
っ

て
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
私
た
ち
に
感

動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
！



問　健康増進室　☎７９２－９７６３

健康　うおぬま 42

定期的な自己触診のススメ ｰ １０月は乳がん月間です

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり

№
87

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
27

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

■８月の相談件数
　　　　…２４１件
　・電話　１６９件
　・来庁　　５５件
　・その他　１７件
{

行
政
相
談
週
間

１０
月

１５
日
～
２１
日

　

行
政
相
談
は
、
行
政
の
仕
事
や
手
続
き
な

ど
に
対
し
て
「
説
明
や
措
置
な
ど
に
納
得
が

い
か
な
い
。」、「
苦
情
が
あ
る
。
困
っ
て
い

る
。」、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
。」、「
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
。」

と
言
っ
た
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、公
平
・

中
立
な
立
場
か
ら
そ
の
解
決
の
促
進
な
ど
を

図
る
制
度
で
す
。　

１ 医 療 保 険・
年金

年金事務所の窓口対応、
保険料の還付など

２ 道路 道路の維持・管理など

３ 社会福祉 生活保護の受給など

４ 雇用 ハローワークの窓口対応、
労働基準法違反など

５ 電波・通信 有害サイトなど

○平成２３年度 行政相談苦情・要望　
　事案の行政分野別の内訳（上位５分野）

国民行政相談委員役所

苦情・
要望

解決の
促進

　

行
政
相
談
委

員
は
、
皆
さ
ん
の

相
談
相
手
と
し

て
、
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関

係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
全
国
約
５
，

０
０
０
人
の
行
政

相
談
委
員
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
苦
情

を
お
聴
き
し
て
い

ま
す
。ご
相
談
は
、

口
頭
・
手
紙
・
電

話
な
ど
い
ず
れ
の

方
法
で
も
結
構
で

す
。
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に

お
話
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
相
談

　

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。

②
行
政
苦
情
１
１
０
番
に
電
話
で
相
談　

　

全
国
共
通
０
５
７
・
０
９
０
１
１
０
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

③
魚
沼
市
の
行
政
相
談
委
員
に
相
談
（
次
の

皆
さ
ん
で
す
）

　

相
談
は
自
宅
で
お
受
け
す
る
ほ
か
、『
人

権
な
ん
で
も
相
談
』
と
合
同
で
地
域
を
巡
回

し
て
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
合
同
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日　

１１
月
１１
日
（
日
）　

１３
時
～
１６
時

場　

守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

氏　　　名 電話番号

星　　新治 ７９９－２９５７

細井　雅子 ７９２－１１８１

森山　順子 ７９２－４３１２

浅井　勝由 ７９６－２５４１

○魚沼市の行政相談委員

　
「
日
用
品
を
無
料
で
あ
げ
ま
す
。」

　

な
ど
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
近
所
の
民
家
や

集
会
所
な
ど
に
行
く
と
…
！

　　

業
者
の
巧
み
な
話
術
に
乗
せ
ら
れ
て
、
温

熱
治
療
器
や
寝
具
類
な
ど
の
高
額
な
商
品
を

買
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
の
方
が
対
象
と
な
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。「
無
料
配
布
」、「
格
安
」
な
ど
と

誘
わ
れ
て
も
、
安
易
に
会
場
に
行
か
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「
無
料
で
日
用
品
を
あ
げ
る
」

と
会
場
に
誘
わ
れ
た
ら
要
注
意

悪質商法被害

事例紹介

●市民相談センター

無料の景品等で警戒心を解き、会場を盛り上げて冷
静な判断をさせないようにしたり、会場から出させ
ず恐喝まがいの行為で契約させることもあります。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
見
守
り
新
鮮
情
報
第

４４
号
」
よ
り
引
用
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■マンモグラフィだけじゃ足りない？
　　　　　　　　　　　　　自己触診が大切なワケ

　乳がんは、よほど進行しないと痛みがありません。
　マンモグラフィは早期の乳がんを見つけられますが、
乳がんの中には例外的に短期間で急速に発育するものも
あります。また、若い方や出産を経験していない方は、
マンモグラフィだけで異常を発見することが難しい場合
があります。早期発見が重要な乳がんには、定期的に行
う自己触診がとても大切です。

　乳がんは、日本人女性の１６人に１人が患うと言われています。３０代から増加し４０～６０代
に多く発症しますが、早期に発見すれば治る可能性が高く、手術の場合の範囲も少なく済みます。

　自己触診は乳がんを発見するだけのためではなく、「定期的に
触って、変化がないかをチェックすること」が目的です。いつも
と違うな？と感じたら、早急に専門医（外科）を受診しましょう。

①右手を左乳房の内側（乳首よりも
内側）にのせ、指のはらを胸の中央
部に向かって柔らかく、しかもしっ
かり滑らせるようにし、まんべんな
くしこりの有無を調べます。

②同じ姿勢のまま左腕を自然な位置
に下げ、今度は乳房の外側（乳首よ
りも外側）の部分を、外から内に向
かって柔らかく、しっかりと指を滑
らせて調べます。

☆自己触診のやり方 （一例）

※自己触診法についてチラシがほしい方、出前講座を希望する方は
　健康増進室へご連絡ください。

「地域に愛されるお菓子屋に！」
　　“ にいがた本高砂屋 本店（直売所）” が開店

■■ ■   株式会社本高砂屋新潟工場（大沢）　
　　　　　　　　　　　　　工場長　高橋　豊 さん

　兵庫県神戸市に本社を置き、和・洋菓子を製造
する株式会社本高砂屋の創業は明治１０年。全国
的に営業を展開しており、主な取引先には三越・
そごう・松坂屋などの有名百貨店があります。そ
の製造の約半分を占め、本社と並び製造の拠点と
なっているのが、魚沼市役所湯之谷庁舎の正面に
立地する新潟工場です。
■新ブランド「にいがた本高砂屋」の立ち上げ
　本高砂屋では、新潟工場の販売ブランドとして
「にいがた本高砂屋」を立ち上げました。
　新潟産の素材にこだわった新商品を新潟工場が
独自に開発し、主に関東の百貨店等で販売する予
定です。高橋工場長は「新潟の味を全国に発信し、
ゆくゆくは魚沼産の素材から作ったお菓子が全国
へのお土産品になれば嬉しいです。」と話します。
　開発された新商品は、湯之谷の超軟水を使用し

た和菓子が中心で、「醤
しょう

一
い ち い

位銅
ど ら

鑼」「なんともやわ
もち餅」「越乃団子」など、おいしそうな名前の
お菓子が完成しました。
■魚沼でも商品が買えるようになりました
　９月２１日、新潟工場の敷地内に「にいがた本
高砂屋本店」（直売所）が開店しました。有名百
貨店でしか買えなかった商品を魚沼で買うことが
できます。「地域に愛されるお菓子屋を目指した
い。気軽に立ち寄っていただ
きたいです。」と、高橋工場
長も皆さんの来店を心待ちに
しています。
　店内には試食も多く用意さ
れているそうです。和洋菓子
の老舗が開発した新しい新潟
の味をぜひお試しください。

－ 乳がんに関する講演会が開催されます。くわしくはお知らせページ（18 ページ）をご覧ください－



　障害者虐待防止法施行を前に講演会が開催され、
毎日新聞論説委員・野澤和弘さんが障害者と
共に暮らす地域社会の在り方を語りました。

障害者と共に暮らしやすい社会へ
ー 9.8　人権講演会

　小出老人クラブ女性部が「ざわ」などの郷
土料理づくりに挑戦。手際よく調理し、７０
名のランチがあっという間に完成しました。

みんなでおいしい郷土料理づくり
ー 9.11　小出老人クラブ女性部料理教室
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　毎年好評を博している自衛隊メモリアルコ
ンサート。会場の文化会館大ホールは満員と
なり、迫力ある音色に聴き入っていました。

被災地を励まし続けた音色
ー 9.8　自衛隊メモリアルコンサート

　市内の小中学校で体育祭が行われました。
９月に入っても暑い日差しの中で、子どもた
ちは全力でグラウンドを走り抜けました。

青空の下で全力疾走！
ー 9.8　堀之内中学校体育祭

魚沼市
美術展

写真部門魚沼市展賞
「稲穂と共に」

杉山　一宏

洋画部門魚沼市展賞
「老木と残雪」

星野　正雄

日本画部門魚沼市展賞
「十歳の春」

井上レイ子

書
道
部
門
魚
沼
市
展
賞

「
見
付
拓
詩
ふ
る
さ
と
」

泉
澤　

芳
久

■
魚
沼
市
展
賞

■
魚
沼
市
文
化
協
会
長
賞

■
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

■
奨
励
賞

■
佳
作

井
上
レ
イ
子

星
野　

正
雄

泉
澤　

芳
久

杉
山　

一
宏

山
賀　

光
也

渡
部　

洋
子

柳
瀬
き
み
子

志
田　

幸
夫

皆
川　

捷
巳

清
水　

好
和

吉
田
美
津
子

星　

榮
五
郎

桜
井　

明
子

若
井
満
知
子

渡
部　

洋
子

星
野　

正
治

星
野
登
喜
治

森
山　

芳
美

石
田
千
代
子

渋
谷　

文
枝

山
本　

晃
一

小
幡　

和
成

小
幡
ト
ミ
エ

新
保　

暢
一

畔
上　

正
夫

佐
藤　
　

和

中
沢　

文
子

松
原　

信
夫

皆
川　

捷
巳

山
本　

夬
可

荻
原　
　

暁

米
山
タ
ツ
子

岩
渕　

邦
夫

新
保　
　

勲

仲　
　
　

淳

矢
島　

和
雄

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

洋　

画

書　

道

写　

真

日
本
画

日
本
画

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

書　

道

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

日
本
画

日
本
画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

洋　

画

書　

道

書　

道

写　

真

写　

真

写　

真

写　

真

　９月７日～１１日まで

開催された魚沼市美術展

の入賞者をご紹介しま

す。（佳作まで・敬称略）

フォトスケッチうおぬま
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講演題・講師　演出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Hホームページ　他その他　申申し込み
問問い合わせ

魚
沼うお

ぬま

市報
2012年10月10日号

10.10

お知らせ版

うおぬま響きの森コンサートシリーズ第２弾

石川直＆ボストン・ブラス

日１０月１９日（金）開演１９時
場小出郷文化会館大ホール
内Ｍ．D．ファリヤ作曲・火祭りの踊り、Ｄ．Ｂ．カバ
レフスキー作曲・組曲「ロミオとジュリエット」より他

演石川直、Ｊ・シバハ、Ｊ・コナー、Ｃ・カステラ
ノス、Ｌ・ラドゥーク、Ａ・ヒッツ

￥一般３，５００円・学生２，０００円
問小出郷文化会館☎７９２・８８１１

❶❶
小
出
～
大
白
川
間
開
通
７０
周
年

記
念
展
・
只
見
線
の
あ
ゆ
み

　

１０
月
～
１１
月
の
目
黒
邸
資
料
館

企
画
展
で
す
。

日
１０
月
１３
日
㈯
～
１１
月
３０
日
㈮

場
目
黒
邸
資
料
館
企
画
展
示
室

内
当
時
の
時
代
背
景
や
目
黒
家
と

の
関
わ
り
等
を
写
真
や
資
料
を
使

用
し
た
パ
ネ
ル
で
年
代
別
に
紹
介

し
ま
す
。

￥
入
館
料
…
大
人
２
０
０
円
・
子
ど

も
（
中
学
生
以
下
）
１
０
０
円

　

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
投
票
日
…
１０
月
２１
日
㈰

◦
投
票
時
間
…
①
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・

広
神
地
域
…
７
時
～
２０
時

②
守
門
・
入
広
瀬
地
域
…
７
時
～
１８
時

問
魚
沼
市
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２
・
９
２
０
７

１０
月
２１
日
は
新
潟
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

❷❷
石
器
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

in
小
出
郷
図
書
館
開
催
中

　

９
月
２
日
ま
で
目
黒
邸
資
料
館

で
開
催
し
て
い
た
企
画
展
が
好
評

を
得
ま
し
た
の
で
、
リ
ク
エ
ス
ト

展
示
を
行
い
ま
す
。

日
・
前
期
…
１２
月
２１
日
㈮
ま
で

・
後
期
…
平
成
２５
年
１
月
１５
日
㈫

～
３
月
３１
日
㈰

場
小
出
郷
図
書
館
２
階
文
化
財
展
示
室

内
縄
文
時
代
中
期
（
約
５
、

０
０
０
年
前
）
の
石
器
の
「
製
作
」

か
ら
「
廃
棄
」
に
至
る
過
程
を
示

す
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
￥
無
料

生
涯
学
習
課

問
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

　県内でも貴重な縄文時代

草創期の遺跡「黒姫洞窟遺

跡」（大白川）についての

講演会を開催します。

　遺跡の調査成果とあわせ

て、縄文文化の始まりがど

のような時代であったかを

解説します。

￥無料

定１００人

〆１１月１日（木）

申生涯学習課

☎７９４・６０７３

講師
國學院大學・小林達雄 名誉教授

〈講師プロフィール〉

　考古学者（縄文

学）・新潟県立歴史

博物館名誉館長

　考古学界の第一

人者であり、「黒姫

洞窟遺跡」調査団

の団長です。

11⁄３（祝・土）

１０：００～１２：００
場広神コミュニティセンター

縄文文化の始まりと黒姫洞窟遺跡
魚沼市文化財講演会

禁煙の日　日１０月２２日㈪　シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿からスワンスワン（吸わん吸
わん）で禁煙を！をスローガンとしています。あなたも今月の２２日から『禁煙』をはじめませんか？

地
域
の
防
災
訓
練
に　

参
加
し
ま
し
ょ
う

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
自
分

の
安
全
は
自
分
で
守
る
（
自

助
）」、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」

と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
家
族
そ
ろ
っ

て
、
自
主
防
災
会
（
自
治
会
）

ご
と
に
実
施
す
る
防
災
訓
練
な

ど
に
参
加
し
て
、
地
域
全
員
が

安
全
に
避
難
で
き
る
体
制
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

日
１０
月
２８
日
㈰
８
時
か
ら

内
８
時
の
防
災
無
線
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
自
主
防
災
会
（
自

治
会
）
ご
と
に
実
施
す
る
防

災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
な
ど

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
サ
イ
レ
ン
終
了
後
、

携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、

ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
へ

エ
リ
ア
メ
ー
ル
配
信
お
よ
び

Ｂ
Ｓ
Ｎ
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る

情
報
発
信
訓
練
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
管
理
室
危
機
管
理
係

☎
７
９
２
・
９
２
１
４

　

各
地
域
文
化
祭　
　

　
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

各
会
場
に
備
え
付
け
て
あ

る
用
紙
を
持
っ
て
全
地
域
文

化
祭
を
巡
り
、
感
想
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。
応

募
は
、
ど
の
地
域
か
ら
で
も

可
能
で
す
。

堀
之
内
地
域

日
１１
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
９
時
～

１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
堀
之
内
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

内
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
手
工
芸
・

陶
芸
・
絵
手
紙
・
生
け
花
・
版
画
・

彫
刻
・
な
か
よ
し
保
育
園
作
品
ほ

か◦
茶
席

日
１１
月
４
日
㈰
１０
時
～
１５
時

￥
一
服
３
０
０
円

日
１１
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
９
時
～

１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
小
出
郷
総
合
体
育
館

内
白
象
展
（
同
時
開
催
）・
絵
画
・

書
道
・
ペ
ン
習
字
・
写
真
・
工
芸
・

手
芸
・
彫
刻
・
生
け
花
・
菊
花
・

茶
道
ほ
か

◦
茶
席

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
９
時
３０
分
～
１５
時

￥
一
服
３
０
０
円

湯
之
谷
地
域

日
１１
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
９
時
～

１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅

隣
）
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
陶
芸
・
工
芸
・

生
け
花
・
手
芸
・
短
歌
・
俳
句
・

盆
栽
・
子
ど
も
達
の
作
品
ほ
か

◦
茶
席

日
１１
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰
１０
時
～
１５
時

￥
一
服
３
０
０
円

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
・
４
日
㈰
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
広
神
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
広

神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
菊
花
・
盆
栽
・

生
け
花
・
短
歌
・
俳
句
・
陶
芸
・
手
芸
・

工
芸
・
彫
刻
・
保
育
園
児
作
品
ほ
か

◦
茶
席

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
・
４
日
㈰
１０
時

～
１５
時
（
４
日
は
１４
時
ま
で
）

￥
一
服
３
０
０
円

守
門
地
域

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
・
４
日
㈰
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

場
須
原
第
一
体
育
館

内
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
文
芸
・

わ
ら
細
工
・
手
芸
・
洋
裁
・
生
け

花
・
陶
芸
・
保
育
園
、
幼
稚
園
児

作
品
・
中
学
校
生
徒
作
品

◦
茶
席

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
１０
時
～
１５
時

￥
一
服
３
０
０
円

入
広
瀬
地
域

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
・
４
日
㈰
９
時

～
１７
時
（
最
終
日
は
１２
時
ま
で
）

場
入
広
瀬
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
絵
画
・
書
道
・
写
真
・
手
芸
・

陶
芸
・
生
花
・
幼
稚
園
、
小
中
学

校
の
作
品
展
示
ほ
か

◦
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
９
時
～
１１
時
３０
分

￥
無
料
定
先
着
５０
人

◦
ハ
ガ
キ
絵
の
手
ほ
ど
き
コ
ー
ナ
ー

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
１０
時
～
１５
時

￥
無
料

◦
中
学
生
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
」

日
１１
月
３
日
㈷
㈯
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

◦
売
店
コ
ー
ナ
ー

日
１１
月
３
日
㈷
㈯

小
出
地
域

広
神
地
域

食育の日　日１０月１９日㈮　三食とも、主食・主菜・副菜をそろえて栄養バランスをとりましょう。主
食は、ご飯・パン・麺類。主菜は、魚・肉・卵・大豆製品を使ったおかず。副菜は野菜を使ったおかずです。

市
内
６
地
域

文
化
祭
１１⁄２
～１１⁄４
問
魚
沼
市
文
化
協
会
事
務
局

（
小
出
郷
文
化
会
館
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

※
会
場
ご
と
に
開
催
日
が
異
な
り
ま
す
。

information
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お知らせ版

く
　
ら
　
し

◆◆
ご
存
知
で
す
か
？　
　
　

　
「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

　

建
設
産
業
で
は
再
生
資
材
と
し
て

利
用
で
き
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木
材
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
の「
分
別
」と「
リ

サ
イ
ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
家
屋
の
解
体
な
ど
の
際
に
は
、

優
良
業
者
の
選
定
な
ど
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Hhttp://w
w
w
.hrr.m

lit.go.jp/

gijyutu/fukusanbutu/

問
北
陸
地
方
副
産
物
対
策
連
絡
協

議
会
事
務
局

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
８
８
８
０

◆◆
上
越
新
幹
線　
　
　
　
　

夜
間
訓
練
列
車
を
運
転
し
ま
す

　

災
害
や
異
常
時
等
を
想
定
し
、

上
越
新
幹
線
の
夜
間
走
行
訓
練
を

行
い
ま
す
。

日
１０
月
２３
日
㈫
２２
時
３０
分
頃
か
ら

２４
日
㈬
５
時
頃
ま
で

内
上
下
列
車
各
１
本
（
新
潟
新
幹

線
車
両
基
地
～
越
後
湯
沢
駅
間
）

他
日
程
は
訓
練
の
進
捗
状
況
等
に

よ
り
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
新

潟
支
社
担
当
・
樋
口
・
中
島
・
鈴

木
☎
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
８
１

募
　
　
　
集

◆◆
こ
ど
も
ホ
タ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　

環
境
省
で
は
ホ
タ
ル
な
ど
の
水

辺
に
住
む
生
き
も
の
を
通
じ
て
豊

か
な
水
辺
の
環
境
や
健
康
な
川
の

姿
、
水
と
私
た
ち
の
く
ら
し
の
つ

な
が
り
、
川
に
ま
つ
わ
る
地
域
の

文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち

で
考
え
、
調
べ
、
体
験
し
、
守
っ

て
い
く
活
動
に
取
組
む
団
体
を
募

◆◆
原
付
免
許
取
得
講
習

日
１１
月
１１
日
㈰
７
時
か
ら

場
魚
沼
中
央
自
動
車
学
校

対
①
１６
歳
以
上
の
人
②
講
習
後
、

１
年
以
内
に
１６
歳
に
達
す
る
人

￥
４
、２
０
０
円
（
お
つ
り
の
な

い
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
受
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

交
通
安
全
協
会
（
交
通
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
た
は
バ
イ
ク
販
売
店
へ
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

持
本
人
の
本
籍
記
載
の
住
民
票

他
講
習
終
了
後
、
希
望
者
に
は
３０

分
程
度
の
学
科
試
験
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

問
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

新
潟
県
地
価
調
査
結
果

　

平
成
２４
年
度
の
地
価
調
査
結
果

を
９
月
２０
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

公
表
結
果
は
、
県
庁
、
市
町
村

窓
口
の
ほ
か
、
新
潟
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

Hhttp://w
w
w
.pref.niigata.lg.jp/

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

　国土利用計画法では、法定面積以上の土地取引を行った

場合、市町村を経由して県知事に届出することを義務づけ

ています。届出をしなかったり、偽りの届出をすると罰せ

られることがあります。忘れずに手続きをお願いします。

◦法定面積

・市街化区域…２，０００㎡以上

・市街化区域を除く都市計画区域…５，０００㎡以上

・都市計画区域外の区域…１０，０００㎡以上

※個々の取引面積が小さい場合でも、総面積が法定面積以

上になる場合は、届出が必要です。

◦届出義務者

土地の権利取得者（売買であれば買主）

◦届出期限

契約（予約を含む。）の日から起算して２週間以内

土地取引は届出が義務づけられています
問企画政策室☎７９２・１４２５

１０月は土地
利用月間です

◆◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
郷
や
く
し

会
員
募
集

　

薬
師
ス
キ
ー
場
の
営
業
を
継
続
す

る
た
め
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
季
の
郷

や
く
し
」が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
１０
月
１
日
か
ら

対
ど
な
た
で
も
￥
一
口
２
、０
０
０
円

（
正
会
員
・
賛
助
会
員
と
も
）

健
康
・
福
祉

申
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
（
１０
時
～
２１

時
水
曜
日
を
除
く
。）

問
薬
師
ス
キ
ー
場
☎
７
９
２
・
５
５
５
４

◆◆
講
演
会　
　
　
　
　
　

「
来
る
べ
き
少
子
高
齢
化
が

医
療
・
福
祉
に
及
ぼ
す
影
響
」

日
１０
月
２８
日
㈰
１４
時
３０
分
～
１６
時

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

講
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

医
学
博
士
・
高
橋
泰
教
授

￥
無
料

申
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
県
看
護
協
会
魚
沼
支
部
（
県
立

小
出
病
院
看
護
部
長
室
）

☎
７
９
２
・
２
１
１
１

集
し
ま
す
。

対
①
学
校
部
門
②
団
体
部
門
（
子

ど
も
が
中
心
の
活
動
）

〆
平
成
２５
年
１
月
１１
日
㈮

申
所
定
の
応
募
用
紙
に
て
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま

す
。

Hh
ttp
://w

w
w
.env.go.jp

/

w
ater/hotaranger.htm

l

問
㈱
ヒ
ッ
プ
「
こ
ど
も
ホ
タ
レ
ン

ジ
ャ
ー
事
務
局
」

☎
０
３
・
３
３
７
０
・
２
４
１
１ 

information

❶❶ 

１０
月
は　
　
　
　
　
　

『
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
』

　

造
血
幹
細
胞
移
植（
骨
髄
移
植
・

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
・
臍
帯
血
移

植
）
は
、
白
血
病
等
の
病
気
に
有

効
な
治
療
法
で
す
。
多
く
の
方
々

の
ド
ナ
ー
登
録
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
。

◦
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人

・
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
人

・
年
齢
が
１８
歳
以
上
５４
歳
以
下
で

健
康
な
人

・
体
重
が
男
性
４５
㎏
以
上
・
女
性

４０
㎏
以
上
の
人

◦
登
録
受
付
先

・
最
寄
の
保
健
所
（
新
発
田
・
新

津
・
三
条
・
長
岡
・
南
魚
沼
・
上

越
・
佐
渡
）

・
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
２
３
０
・
１
７
０
２

・
新
潟
県
健
康
対
策
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
０
２

・
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
４
４
５
・
４
４
５

Hhttp://w
w
w
.jm
dp.or.JP/

❷❷
や
さ
し
い
・
簡
単
男
性
の

料
理
教
室

日
１０
月
１７
日
㈬
１０
時
～
１２
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理

講
魚
沼
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

対
男
性
定
先
着
２０
人
￥
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
、

筆
記
用
具
〆
１０
月
１５
日
㈪

❸❸
献
血
（
全
血
）

日
１０
月
１９
日
㈮

①
魚
沼
市
役
所
守
門
庁
舎
…
１０
時

～
１１
時
４５
分

②
魚
沼
市
役
所
広
神
庁
舎
…
１３
時

３０
分
～
１５
時
３０
分

内
献
血
種
別
…
全
血（
４
０
０
ｍ
ℓ
、

２
０
０
ｍ
ℓ
）
持
献
血
カ
ー
ド

健
康
増
進
室

申
問
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

◆◆
市
民
糖
尿
病
教
室　
　
　

「
か
し
こ
い
患
者
に
な
る

た
め
の
魔
法
の
言
葉
」

　

糖
尿
病
は
国
民
病
で
す
。
い
ま
症

状
が
な
く
て
も
、
将
来
い
ろ
ん
な
病

❸❸
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

（
広
神
・
守
門
・
入
広
瀬
地
域
）

日
１１
月
８
日
㈭
１０
時
３０
分
～
１４
時

場
浅
草
山
荘
内
入
浴
と
昼
食
会

対
広
神
・
守
門
・
入
広
瀬
地
域
在

住
の
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

￥
２
、５
０
０
円
〆
１０
月
２５
日
㈭

申
広
神
支
所
☎
７
９
９
・
３
９
９
０

守
門
支
所
☎
７
９
７
・
４
８
８
２

入
広
瀬
支
所
☎
７
９
６
・
２
５
４
９

❷❷
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

（
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
地
域
）

日
１１
月
６
日
㈫
１０
時
３０
分
～
１４
時

場
浅
草
山
荘
内
入
浴
と
昼
食
会

対
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
地
域
在

住
の
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人

￥
２
、５
０
０
円
〆
１０
月
２５
日
㈭

申
堀
之
内
支
所
☎
７
９
４
・
４
３
０
０

小
出
・
湯
之
谷
支
所
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

❶❶
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者　

交
流
事
業

日
１０
月
２３
日
㈫
場
広
神
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
健
康
チ
ェ
ッ
ク

と
園
児
の
お
遊
戯
、
昼
食
会

対
広
神
地
域
在
住
の
概
ね
６５
歳
以

上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人

魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会

問
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

◆◆
乳
が
ん
予
防
講
演
会

　

１０
月
は
乳
が
ん
予
防
月
間
で
す
。

新
潟
県
の
女
性
の
が
ん
で
一
番
多

い
の
は
乳
が
ん
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
乳
が
ん
予
防
は
早
期

発
見
が
鍵
で
す
。
乳
が
ん
を
正
し

く
知
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

日
１０
月
３０
日
㈫
１３
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦
講
演
１
「
乳
が
ん
予
防
の
た
め
に

～
検
診
と
早
期
発
見
の
重
要
性
～
」

◦
講
演
２
「
乳
が
ん
を
経
験
し
て

～
今
伝
え
た
い
こ
と
～
」

◦
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
新

潟
ブ
レ
ス
ト
検
診
セ
ン
タ
ー
所
長
・

￥
３
０
０
円
〆
１０
月
１２
日
㈮

申
広
神
支
所
☎
７
９
９
・
３
９
９
０

気
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
１０
月
２７
日
㈯
１３
時
３０
分
～
１６
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室

内
医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
看

護
師
に
よ
る
講
演
と
質
疑
応
答

　

血
糖
検
査
・
歯
科
検
診
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族
、
ほ

か
ど
な
た
で
も
￥
無
料
申
不
要

問
小
千
谷
市
魚
沼
市
医
師
会
魚
沼
分
室

☎
７
９
２
・
１
１
６
７

佐
野
宗
明
さ
ん
、
あ
け
ぼ
の
会
新

潟
支
部
代
表
・
内
藤
桂
子
さ
ん

〆
１０
月
２２
日
㈪

申
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

地
域
保
健
課

☎
７
９
２
・
８
６
１
２

◆◆ 

１０
月
は
「
里
親
月
間
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な

い
子
ど
も
を
温
か
く
迎
え
入
れ
、

深
い
愛
情
と
理
解
を
も
っ
て
育
て

て
く
れ
る
人
を
「
里
親
」
と
い
い

ま
す
。

◦
里
親
の
種
類

「
養
育
里
親
」「
養
子
縁
組
里
親
」

「
親
族
里
親
」「
専
門
里
親
」
な
ど

◦
里
親
に
支
給
さ
れ
る
費
用

　

里
親
手
当
、
生
活
費
、
教
育

費
、
子
ど
も
の
医
療
費
な
ど
国
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま

す
。
里
親
の
種
類
、
児
童
の
状
況

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
新
潟
里
親
会
魚
沼
支
部
（
南
魚

沼
児
童
相
談
所
内
）

☎
０
２
５
・
７
７
０
・
２
４
０
０

子
　
ど
　
も
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生
涯
学
習
・
公
民
館

❶❶
瞽
女
唄
と
琴
演
奏
会

　

越
後
の
瞽
女
唄
と
琴
を
聴
き
ま

し
ょ
う
。

日
１０
月
２７
日
㈯
１３
時
３０
分
か
ら

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

講
横
川
恵
子
さ
ん（
越
後
葛
の
葉
会
）

対
ど
な
た
で
も
定
５０
人

￥
無
料

❷❷
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た　
　

年
賀
状
作
成
教
室

日
１１
月
１４
日
㈬
・
２０
日
㈫
・
２２
日
㈭

１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分
（
計
３
回
）

場
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム

内
年
賀
状
作
成

講
目
黒
大
樹
さ
ん
（
中
原
）

対
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
可
）

定
２２
人
￥
１
、０
０
０
円

持
筆
記
用
具
、
写
真
を
添
付
す
る

人
は
、
デ
ジ
カ
メ
と
デ
ジ
カ
メ
の

コ
ー
ド
〆
１１
月
７
日
㈬

❸❸
平
成
版
八
海
自
由
大
学

日
１０
月
２４
日
㈬
１９
時
か
ら

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

演
①
「
伊
米
ヶ
崎
の
地
名
に
つ
い
て
」

②「
八
海
自
由
大
学
の
概
要
に
つ
い
て
」

講
①
桑
原
克
司
さ
ん
②
八
海
昭
夫

さ
ん
（
魚
沼
歴
史
・
民
俗
の
会
）

対
ど
な
た
で
も
定
５０
人
￥
無
料

伊
米
ヶ
崎
公
民
館

申
☎
７
９
２
・
０
０
８
２

９
時
～
１６
時
（
祝
日
休
館
）

❷❷
紅
葉
の
渓
谷
美　
　
　

「
中
ノ
岐
林
道
」
ハ
イ
ク

日
１０
月
２８
日
㈰
６
時
４５
分
～
１５
時

場
奥
只
見
中
ノ
岐
林
道

内
紅
葉
と
森
林
浴
を
楽
し
む
山
歩

き
で
す
。
講
ガ
イ
ド
・
貝
瀬
正
俊

さ
ん
（
魚
沼
自
然
大
学
）

対
４
時
間
程
度
山
道
を
歩
け
る
人

定
先
着
３５
人
￥
１
、８
０
０
円

持
登
山
靴
、
雨
具
、
昼
食
、
飲
み

物
、
予
備
食
、
救
急
用
品
な
ど

〆
１０
月
２３
日
㈫

❶❶
紅
葉
の
「
銀
の
道
」
山
岳
ハ
イ
ク

日
１０
月
２０
日
㈯
６
時
４５
分
～
１５
時

場
石
抱
か
ら
駒
の
湯

内
ブ
ナ
の
巨
木
と
紅
葉
を
楽
し
み
な

が
ら
１２
㎞
を
歩
き
ま
す
。
魚
沼
の
銀

の
歴
史
に
も
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
魚
沼
自
然
大
学
会
員

対
日
頃
か
ら
山
道
を
歩
き
な
れ
て
い
る
人

湯
之
谷
公
民
館

申
☎
７
９
２
・
０
５
３
０

（
平
日
１３
時
～
１９
時
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
魚
沼
伝
習
館

申
問
☎
７
９
３
・
７
３
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

　
　

info@uonum
a-denshukan.com

❷❷
う
お
ぬ
ま
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

「
き
の
こ
狩
り
」

日
１１
月
４
日
㈰
９
時
～
１４
時

・
受
付
開
始
８
時
３０
分
（
小
雨
決

行
、
雨
天
中
止
）
場
福
山
新
田

・
集
合
場
所
…
旧
福
山
小
学
校

内
森
の
め
ぐ
み
の
代
表
格
き
の
こ
を

探
し
に
出
か
け
よ
う
。

対
年
長
～
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
年
長
は
保
護
者
同
伴
）

持
汚
れ
て
も
良
い
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）
着
替
え
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
軍
手
、
雨
具
、
お
に
ぎ
り
、

お
椀
、
お
は
し

他
昼
食
に
汁
物
が
で
ま
す
。

定
３０
人
￥
８
０
０
円
（
活
動
費
・

保
険
料
込
）
〆
１０
月
３１
日
㈬

問
当
日
連
絡
先
…

☎
０
８
０
・
８
０
２
３
・
４
０
１
５

❶❶
秋
の
自
然
観
察

日
１０
月
２１
日
㈰
９
時
～
１２
時

日
１１
月
１０
日
㈯

・
受
付
…
１３
時
３０
分
か
ら

・
講
演
会
…
１４
時
～
１６
時

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
２
、０
０
０
人
以
上
の
子
ど
も

の
声
を
聴
き
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス

キ
ル
を
用
い
て
親
子
関
係
の
改

善
に
全
力
投
球
し
て
い
る
Dr
・

フ
キ
コ
さ
ん
が
、
メ
デ
ィ
ア
に

振
り
回
さ
れ
ず
に
子
ど
も
と
の

メ
デ
ィ
ア
に
振
り
回
さ
れ
な
い
！　
　
　

　
　
　

親
子
の
よ
り
良
い
関
係
の
ヒ
ケ
ツ

良
い
関
係
を
つ
く
る
３
つ
の
ヒ

ケ
ツ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

講
一
般
財
団
法
人
プ
ラ
ス
ビ
ュ

ー
カ
レ
ッ
ジ
理
事
長
・
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
に
い
が
た
代
表
・

Dr
・
フ
キ
コ
さ
ん
（
歯
科
医
師
）

対
市
民
定
３
０
０
人
￥
無
料

申
魚
沼
市
学
校
保
健
会
事
務

局
・
小
出
小
学
校

☎
７
９
２
・
０
０
４
１

℻
７
９
２
・
０
２
０
５

講演会

◆◆
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

体
験
保
育

日
１０
月
２５
日
㈭
９
時
３０
分
〜
１１
時

場
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

内
自
由
遊
び
、
親
子
遊
び
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、
育
児
相
談
等

対
平
成
２２
年
４
月
２
日
〜
平
成
２３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
￥
無
料
持
着
替
え
、水
筒（
水

ま
た
は
お
茶
）
動
き
や
す
い
服
装
、
内

履
き
は
不
要
（
素
足
）
〆
１０
月
１９
日
㈮

申
堀
之
内
な
か
よ
し
保
育
園

☎
７
９
４
・
６
１
６
１

定
先
着
３５
人
￥
１
、５
０
０
円

持
登
山
靴
、
雨
具
、
昼
食
、
飲
み

物
、
予
備
食
、
救
急
用
品
な
ど

〆
１０
月
１６
日
㈫

・
受
付
開
始
８
時
３０
分
場
月
岡
公
園

内
自
然
観
察
と
お
み
や
げ
作
り

対
年
長
～
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
年
長
は
保
護
者
同
伴
）

場
動
き
や
す
い
服
装
、
帽
子
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
雨
具

定
３０
人
￥
５
０
０
円
（
活
動
費
・

保
険
料
込
）
〆
１０
月
１７
日
㈬

問
当
日
連
絡
先
…

☎
０
８
０
・
８
０
２
３
・
４
０
１
５

information

◆◆
秋
の
お
は
な
し
よ
ん
で
！ 

入
広
瀬
・
守
門

◦
入
広
瀬
会
場

日
１０
月
１９
日
㈮
１５
時
４５
分
～
１６
時
２５
分

場
入
広
瀬
こ
ど
も
の
家

◦
守
門
会
場

日
１０
月
２６
日
㈮
１６
時
～
１６
時
４０
分

場
守
門
開
発
セ
ン
タ
ー

内
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
工

作
と
ん
と
ん
ず
も
う
で
遊
ぼ
う
！

対
幼
児
・
小
学
生
￥
無
料
申
不
要

問
広
神
図
書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

◆◆
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
１０
月
２６
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
お
子
さ
ん
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し

な
が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
ぶ
ー
ぶ
ー

ぶ
ー
」、「
く
っ
つ
い
た
」、
紙
芝

居
「
こ
ん
に
ち
は
」、「
う
ど
ん
く

ん
と
お
そ
ば
ち
ゃ
ん
」
な
ど
を
読

み
ま
す
。
対
ど
な
た
で
も

問
小
出
郷
図
書
館
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆◆
秋
の
わ
ら
べ
う
た
の
会

　

絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」
で

毎
月
開
い
て
い
る
わ
ら
べ
う
た
の

会
を
、
今
回
は
小
出
北
部
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

日
１０
月
２０
日
㈯
１０
時
～
１１
時
３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館

内
子
ど
も
と
一
緒
に
手
や
体
を
使
っ

て
、
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
み
ま
す
。

講
藤
由
智
加
子
さ
ん
（
新
潟
市
）

対
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
年
長
と
そ
の
保

護
者
（
兄
姉
も
同
伴
可
）

￥
一
家
族
１
０
０
円
申
不
要

問
絵
本
の
家
ゆ
き
ぼ
う
し
（
生
涯

学
習
連
絡
協
議
会
）

☎
７
９
７
・
２
３
３
０

催
　
　
　
し

◆◆
星
空
と
天
体
観
測

　

今
年
度
最
後
の
定
例
観
測
会
で
す
。

日
１０
月
２１
日
㈰
１９
時
３０
分
か
ら

場
星
の
家
天
体
観
測
室「
ス
バ
ル
」

内
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
を
観
察
し

ま
し
ょ
う
。

講
星
の
家
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

対
５
歳
以
上
定
先
着
２０
人

￥
５
歳
幼
児
７０
円
、
小
中
学
生

◆◆
小
出
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆

小
出
商
工
会
青
年
部　
　

３５
周
年
感
謝
祭

日
１０
月
１３
日
㈯
・
１４
日
㈰
（
青
年

部
３５
周
年
感
謝
祭
は
１３
日
の
み
）

場
小
出
第
２
体
育
館

内
建
設
部
・
工
業
部
の
会
員
企
業

の
製
品
展
示
会
・
小
学
生
を
対
象

と
し
た
職
場
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
木

工
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

等
）・
飲
食
テ
ン
ト
出
店
・
働
く

車
コ
ー
ナ
ー
展
示
等

他
詳
細
は
１０
月
１２
日
㈮
の
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
小
出
商
工
会 

☎
７
９
２
・
２
１
２
４

◆◆
障
害
者
就
職
面
接
会

日
１０
月
２５
日
㈭
１３
時
３０
分
～
１６
時

・
受
付
開
始
…
１３
時
か
ら

場
浦
佐
ホ
テ
ル
オ
カ
ベ

内
障
害
者
と
参
加
企
業
と
の
個
別

説
明
・
面
接
会

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
・
紹
介
部

門
☎
０
２
５
・
７
７
２
・
３
１
５
７

（
事
前
申
込
要
）

他
参
加
企
業
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆◆
第
３４
回
新
潟
県
切
花
共
進
会

フ
ラ
ワ
ー
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た

　

堀
之
内
地
域
を
は
じ
め
県
内
農
家

の
み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
生
産
し

た
切
花
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

日
１０
月
１７
日
㈬
・
１８
日
㈭
１０
時
３０
分

～
１５
時
３０
分
（
１７
日
は
１５
時
ま
で
）

場
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階

内
県
産
切
花
の
展
示
会
（
１８
日
１５

◆◆
小
出
地
域
歴
史
散
歩
講
座

日
１１
月
１７
日
㈯
９
時
～
１２
時

・
受
付
…
８
時
５０
分
か
ら

・
出
発
…
９
時

場
集
合
場
所
…
小
出
北
部
公
民
館

内
四
日
町
・
稲
荷
町
地
区
の
神
社
・

仏
閣
・
石
碑
の
探
訪

講
八
海
昭
夫
さ
ん
（
魚
沼
歴
史
・

民
俗
の
会
）

対
３
時
間
程
度
歩
け
る
人

定
先
着
２０
人
￥
無
料

持
筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
雨
具
等

歩
き
や
す
い
靴
〆
１１
月
９
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６
（
平
日
９

時
～
１６
時
）

日
１０
月
２７
日
㈯
試
合
開
始
…
１６
時

場
小
出
郷
総
合
体
育
館

◦
交
流
会

日
試
合
終
了
後

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

￥
交
流
会
参
加
費（
要
事
前
予
約
）

・
中
学
生
以
上
５
、０
０
０
円

・
小
学
生
２
、５
０
０
円

・
未
就
学
児
無
料

他
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
は
魚
沼
市
観
光

協
会
そ
の
他
で
販
売
中
で
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈳
魚
沼
市
観
光
協
会

☎
７
９
２
・
７
３
０
０

　

お
い
し
い
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
魚
沼
大
会
・
交
流
会

時
３０
分
よ
り
展
示
品
即
売
会
）

他
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
等

同
時
開
催

問
新
潟
市
北
区
役
所
産
業
振
興
課

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
・
３
８
４
・
６
７
１
１

１
０
０
円
、
高
校
生
以
上
２
０
０
円

申
直
接
来
場
か
北
部
振
興
事
務
所

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

他
雨
天
で
も
、室
内
で
活
動
し
ま
す
。
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お知らせ版

乳幼児健診
事業名 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児健診
４か月児 H24 年 7 月 22 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳
６か月児 H23 年 4 月 21 日㈬

湯之谷保健
センター３歳児

H21.11.1～ 11.17 14 日㈬

H21.11.18～ 11.30 28 日㈬

２歳児歯科 H22 年 11 月 13 日㈫

持母子健康手帳、問診票
他・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、健康増
進室に連絡のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 22 日㈭ 10:45～11:00 対１１月生まれ

土曜開放日 １０日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

リース作り １０日㈯
10:00~11:00 対未就学児の母親

身長・体重計測 毎週月曜  9:00 ～ 12:00
             13:00 ～ 15:00

乳幼児の育児等の
相談もできます

・午後から閉館する場合があります。詳細は「月のおた
より」をご覧ください。
・育児相談は、随時受け付けています。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 20 日㈫ 10:45～11:00 対１１月生まれ

身長・体重計測 ２０日㈫午前中 乳幼児の育児等の
相談もできます

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

守門健康センター ９日㈮
10:00 ～ 11:15「お買いものごっこ」で

遊ぼう入広瀬保健センター １６日㈮
10:00 ～ 11:15

子育て支援センター11月 問健康増進室
☎ 792・9763

11月
児幼 健 診 等乳

離乳食講習会等
事業名 期日 受付 会場 対象（対象外でも参加可）

離乳食講習会
ステップ 1

9 日
（金）

9:30
～

9:45
小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

H24 年 8 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 2

6 日
（火） H24 年 4 月生の乳児の養育者

離乳食講習会
ステップ 3

13 日
（火） H24 年 1 月生の乳児の養育者

1 歳
歯みがき教室

27 日
（火）

9:15
～

9:30
H23 年 11 月生の幼児と養育者

持母子健康手帳、離乳食講習会ステップ 1、2、3 にや
むを得ず子どもを同伴する場合はバスタオル

各
種
相
談
等

◆◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

日
１０
月
２６
日
㈮
１０
時
～
１６
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
若
者
の
た
め
の
仕
事
探
し
の
お

手
伝
い
と
、
就
職
に
関
す
る
出
張

相
談
会（
相
談
時
間
は
概
ね
５０
分
）

対
３９
歳
く
ら
い
ま
で
で
、
就
職
の

相
談
を
し
た
い
人

相
専
任
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

￥
無
料
定
５
人
〆
１０
月
２５
日
㈭

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
う
お
ぬ
ま

☎
０
２
５
８
・
３
８
・
６
１
８
１

Hhttp://w
w
w.niigata-jobcafe.jp/

◆◆
教
育
相
談（
い
じ
め
相
談
等
）

　

就
学
、
進
学
、
い
じ
め
や
不
登
校
、

障
害
を
も
つ
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど

で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
土
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
平
日
の
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

◦
相
談
方
法

①
電
話
に
よ
る
相
談
②
相
談
室
で

の
相
談
③
家
庭
や
学
校
、幼
稚
園
、

保
育
園
等
に
出
向
い
て
の
相
談

申
問
す
く
す
く
コ
ー
ル
（
学
校
教

育
課
内
）
☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆◆
Ｊ
Ａ
北
魚
沼
大
農
業
祭

◦
今
年
の
テ
ー
マ
…
広
が
れ『
絆
』

つ
な
が
れ
未
来
へ

　

組
合
員
や
地
域
住
民
へ
の
感

謝
、
地
域
農
業
の
振
興
と
安
全
安

心
な
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
農

業
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
１０
月
２８
日
㈰
９
時
～
１５
時
３０
分

場
響
き
の
森
公
園「
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム
」

内
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
地
場
農
産

品
・
加
工
品
即
売
、
福
餅
ま
き
、

お
楽
し
み
抽
選
会
他

問
北
魚
沼
農
業
協
同
組
合
営
農
経

済
部
生
活
福
祉
課

☎
７
９
３
・
１
７
７
０

◆◆「
井
口
汪
の
世
界
」
展

日
１０
月
２６
日
㈮
～
２８
日
㈰
９
時
～
１７
時
３０
分

場
小
さ
い
記
念
館（
親
柄
２
１
９
番
地
）

内
座
禅
な
ど
の
心
象
の
世
界
や
風

景
を
描
い
た
油
絵
￥
無
料

問
小
さ
い
記
念
館
代
表
・
吉
田

☎
７
９
９
・
２
０
０
４

information

10 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー
16 火

只見線小出～大白川間開通 70周年記念展
（11月 30日まで /目黒邸資料館）
みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）

17 水 ブックスタート（13:00/小出子育て支援センターぱぴぷ）

18 木 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

19 金
献血（10:00～11:45/守門庁舎、13:30～15:30/広神庁舎）
秋のお話よんで！入広瀬（15:45/ 入広瀬こどもの家）
響きの森コンサートシリーズ第２弾すご腕５＋１石川
直＆ボストン・ブラス（19:00/ 小出郷文化会館）

20 土 秋のわらべうたの会（10:00/ 小出北部公民館）
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）

21 日
新潟県知事選挙投票日（7:00 ～ / 市内各投票所）
ワイワイフリーマーケット（9:30/ なかよし中央公園）
宮柊二記念館短歌教室（10:00/ 宮柊二記念館）

22 月

23 火
めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/めぐみ幼稚園）
ホッとスペース「ナイトひまわり」
（19:00/ 広神コミュニティセンター）

24 水 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出商工会館）
要予約☎長岡年金事務所 0258･88･0006

25 木 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
なかよし保育園体験保育（9:30/ なかよし保育園）

26 金
ジョブカフェうおぬま（10:00～16:00/小出郷福祉センター）
だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
第 7回農業委員会総会（13:00/ 広神庁舎）
秋のお話よんで！守門（16:00/ 守門開発センター）

27 土 新日本プロレス魚沼大会（16:00/ 小出総合体育館）

28 日
防災訓練（8:00 ～ / 各自治会）
ＪＡ魚沼大農業祭（9:00/ 響きの森公園）
ホッとスペース「ひまわり」（13:00/広神コミュニティセンター）

29 月
30 火 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）

31 水
第４期納期限（後期高齢者医療保険料）
第５期納期限（市・県民税、固定資産税、介護保険料、
国民健康保険税）
人権講演会（19:00/ 小出ボランティアセンター）

　給食用食材の放射性物質検査および空間放射線量測定に
関するくわしい測定結果は市ホームページで閲覧できます。
H魚沼市ホームページ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

いざというとき＞重要なお知らせ＞放射線関連情報

問総務管理室危機管理係☎７９２・９２１４

空間放射線量測定結果

測定高さ 測定値
単位：マイクロシーベルト毎時

地上 1m 0.074 ～ 0.158
地上 10cm 0.076 ～ 0.192

　９月３日～１４日にかけて学校、保育園等および公園
の４２施設で空間放射線量を測定しましたので、結果を
お知らせします。園庭等広場での高さ１ｍの測定結果は、
全て通常の測定の範囲内でした。

　また、側溝や集水桝など汚泥等集積しやすい箇所も測定
しましたが、市の基準値を上回る箇所はありませんでした。

放射線測定結果（９月前半）

※通常の測定の範囲：地上１．５mの高さで０．０１６
～０．１６０マイクロシーベルト毎時

ホームページでイベントを紹介しています。
Hhttp://www.city.uonuma.niigata.jp/bunka/

小出郷文化会館
申 問☎７９２・８８１１

魚沼映画の専門店「なつかしの日本映画」

場小出郷文化会館小ホール

￥５００円（中学生以下無料）

10 月の予定
12 日㈮ 網走番外地 19:00 ～ 20:31

13 日㈯

次郎長三国志 13:00 ～ 14:42
人生劇場飛車角と吉良常 15:00 ～ 16:49
不知火検校 17:00 ～ 18:31
網走番外地 19:00 ～ 20:31

14 日㈰
次郎長三国志 13:00 ～ 14:42
人生劇場飛車角と吉良常 15:00 ～ 16:49
不知火検校 17:00 ～ 18:31

◆◆
商
工
業
者
の
皆
さ
ま
へ　

無
料
相
談
会

　

新
潟
県
商
工
会
連
合
会
主
催
の

相
談
会
で
す
。

日
１１
月
２６
日
㈪
１０
時
～
１２
時

場
小
出
商
工
会

内
相
談
内
容
は
１
件
３０
分
程
度

相
弁
護
士

申
小
出
商
工
会

☎
７
９
２
・
２
１
２
４
（
要
予
約
）

◆◆
南
魚
沼
児
童
相
談
所
に
よ

る
巡
回
相
談

①
湯
之
谷
会
場

日
１１
月
２７
日
㈫
１０
時
～
１５
時

場
小
出
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
湯
之
谷
地
域
在
住
の
人

②
入
広
瀬
・
守
門
会
場

日
１２
月
６
日
㈭
１０
時
～
１５
時

場
魚
沼
市
役
所
守
門
庁
舎

対
入
広
瀬
・
守
門
地
域
在
住
の
人

内
⑴
児
童
に
関
す
る
相
談
（
発
達

の
遅
れ
、
不
登
校
、
性
格
行
動
上

の
問
題
等
）

⑵
１８
歳
以
上
の
知
的
障
害
に
関
す

る
相
談

〆
１１
月
２
日
㈮

申
小
出
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
６
３
５
６

日１０月２３日（火）１９時～２１時（随時入退出可）

場広神コミュニティセンター１階会議室

内包装紙、雑誌などを使いブックカバー、しおり、紙

バッグなどを作ります。（材料持参可）

￥無料

問生涯学習課☎７９４・６０７３

ホッとスペース「ナイトひまわり」

　秋の夜長に子育てや孫育てのお話や気晴らしのおしゃべりができる気

楽なスペースです。

気軽におしゃべりしましょう！
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ひとのうごき

市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

Ｑ　

新
潟
県
の
女
性
の
が
ん
で
一
番
多
い

が
ん
は
次
の
ど
れ
？
ち
な
み
に
１０
月
は

こ
の
が
ん
の
予
防
月
間
で
す
。

①
「
胃
が
ん
」

②
「
子
宮
頸
が
ん
」

③
「
乳
が
ん
」

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：７９２－９５００
Ｅメール：
reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

市役所の各部署の場所や
業務内容を紹介します。

№ 5

こちらです。
窓口は

市 長 室 だ よ り ）））

■
東
日
本
大
震
災
・
魚
沼
市
へ
の
避
難
者
数
の
う
ご
き
＊
９
月
30
日
現
在
【
公
営
住
宅
（
仮
設
住
宅
）】
…
２
世
帯
６
人
【
親
類
宅
等
避
難
者
】
８
世
帯

１２
人

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１０月２５日（木）です。

魚沼市長　　大 平　悦 子
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（8 月 21 日～ 9 月 20 日届出分）※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

環境対策室　☎７９２－９７６６
E ﾒｰﾙ：kankyo@city.uonuma.niigata.jp
廃棄物対策室　☎７９２－３０５５
エコプラント魚沼　☎７９２－９９００
E ﾒｰﾙ：haikibutsu@city.uonuma.niigata.jp

 きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

田
た じ ま

島   周
しゅうへい

平 さん（中島）

江
戸
時
代
か
ら
醤
油
・
味
噌

の
製
造
を
続
け
て
い
る
と

い
う
田
島
さ
ん
の
お
宅
に
取
材
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
高
速
道
の
整

備
に
伴
い
現
住
所
に
移
転
し
て
か

ら
約
３０
年
が
経
つ
そ
う
で
、
現
在

は
田
島
さ
ん
お
一
人
で
醤
油
・
味

噌
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

一
人
で
の
作
業
と
な
る
た
め
大
量

生
産
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
分

田
島
さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
は
と
て
も

丁
寧
で
す
。「
い
い
麹
は
香
り
で

わ
か
り
ま
す
。」
と
言
う
よ
う
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
で
は
難
し

い
繊
細
な
部
分
な
ど
は
ご
自
身
の

経
験
と
五
感
で
キ
ャ
ッ
チ
し
、
さ

ら
に
作
業
時
の
気
候
等
も
分
析
し

て
製
造
に
活
か
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
で
き
る
限
り
丁
寧
に
、
目
を

行
き
届
か
せ
て
造
っ
た
醤
油
で

も
、
毎
年
少
し
ず
つ
味
わ
い
が
違

う
と
の
こ
と
。
そ
れ
は
私
た
ち
が

気
づ
か
な
い
程
度
の
ご
く
僅
か
な

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
田
島

さ
ん
に
と
っ
て
は
「
違
う
も
の
」

と
な
る
よ
う
で
、
同
じ
も
の
を
造

り
続
け
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い

と
話
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
で
き
た
田

島
さ
ん
の
醤
油
や
味
噌
は
、
ク
チ

コ
ミ
で
の
注
文
が
多
く
入
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
は
沖
縄
な
ど
に
も

出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

もろみを絞る布は２５０枚～
３００枚。１枚１枚を手作業
で折る重労働です。

　
「
製
造
工
程
の
中
で
ど
の
作
業

が
一
番
好
き
で
す
か
？
」
と
訊
ね

る
と
、「
み
ん
な
あ
ん
ま
り
好
き

じ
ゃ
な
い
な
～
。」
と
冗
談
ぽ
く

笑
い
な
が
ら
答
え
た
田
島
さ
ん
で

し
た
が
、
ラ
ベ
ル
を
貼
ら
れ
た
完

成
品
を
手
に
す
る
と
と
て
も
嬉
し

そ
う
な
表
情
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
外
の
醤
油
・
味
噌
の
製
造

所
や
麹
屋
な
ど
を
実
際
に
訪
れ
た

り
、
様
々
な
書
籍
を
購
入
し
た
り

麹
を
取
り
寄
せ
て
は
日
々
研
究
を

重
ね
て
い
る
田
島
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
お
い
し
く
て
真
心
の
こ
も
っ

た
醤
油
や
味
噌
を
造
り
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　

環境課
（小出庁舎２階・エコプラント魚沼）

■
主
な
担
当
業
務

【
環
境
対
策
室
・
小
出
庁
舎
２
階
】

○
環
境
企
画
係
…
環
境
保
護
活
動
の
普
及
・
啓

発
、
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
自
然
環
境
の

保
護
、
地
球
温
暖
化
対
策　

な
ど

○
生
活
環
境
係
…
生
活
環
境
の
保
全
、
公
害
対

策
、
鳥
獣
の
保
護
・
捕
獲
許
可
、
墓
地
・
納
骨

堂
、
火
葬
場
の
管
理
運
営　

畜
犬
の
登
録
・
狂

犬
病
予
防　

な
ど

【
廃
棄
物
対
策
室
・
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
】

○
衛
生
係
…
廃
棄
物
処
理
・
清
掃
、
浄
化
槽
清

掃
業
の
許
可　

な
ど

○
施
設
管
理
係
…
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
の
管
理

運
営
、
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、
小

動
物
焼
却
施
設
の
管
理
運
営　

な
ど

　

前
回
の
正
解
は
、
②
「
夏
休
み
子
ど
も
も

の
づ
く
り
教
室
」
で
し
た
。
当
選
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
図
書
カ
ー
ド
】
平
井
明
美
さ
ん
、
星
明
美

さ
ん
、
上
村
久
江
さ
ん
、
星
野
悦
子
さ
ん
、

佐
藤
千
恵
子
さ
ん

【
映
画
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
】
桜
井
恵
美
さ
ん
、

今
井
静
子
さ
ん
、
上
村
祐
樹
さ
ん
、
佐
藤

三
千
代
さ
ん
、
吉
田
典
子
さ
ん

後藤　キヨ　　堀之内駅前通　９７歳
高野　和夫　　大石　　　　５８歳
星野　アイ　　新田　　　　９１歳
櫻井　房江　　徳田　　　　８１歳
星野　正一　　竜光　　　　８７歳
宮内　　哲　　吉水　　　　９４歳
丸山　福蔵　　魚野地　　　８４歳
星　　藤哉　　羽根川一　　８４歳
関　　葊道　　柳原　　　　９６歳
山口　葊次　　佐梨　　　　７７歳
山本　酉雄　　中原　　　　８６歳
米山ヤヨエ　　吉田　　　　６３歳
佐藤　ユキ　　大下　　　１０１歳
渡辺　源次　　大沢　　　　９４歳
関　　昭平　　葎沢　　　　８６歳
佐藤　徳繁　　田中　　　　８９歳
佐藤ユキノ　　栗山　　　　９１歳
髙橋　政美　　小平尾　　　７７歳
酒井　　進　　親柄　　　　６４歳
大家　トシ　　和田　　　　８５歳
関矢　セツ　　並柳　　　　９６歳
佐野　ソメ　　並柳　　　　９６歳

佐藤スミエ　　東中　　　　９３歳
佐藤　茂男　　田尻　　　　７４歳
佐藤　三治　　渋川　　　　９１歳
大平サカイ　　長鳥　　　　８０歳
浅井ミサヲ　　大栃山　　　８３歳

大久保嘉
ひ ろ と

音　彰彦・菜波　堀之内稲荷町
星野　紗

さ ち

千　修也・奈緒　　　関下
五十嵐まなみ　俊樹・理恵　下倉新田
古田島凰

お う し

志　隆憲・雅　　　　原一 
穴沢　　凜

りん

　辰太郎・景子　　日渡 
櫻井　栄

え い と

斗　一彦・由希乃　　青島
田澤　花

か ほ

歩　剛・裕子　佐梨明神町
髙橋　心

こ は る

陽　岳久・清美　　十日町 
安澤　心

こ は く

珀　善和・明香　　上ノ原
小林　　禅

ぜん

　賢樹・祥子　　　井口
樋口　未

み ゆ

結　直之・万名美　　井口 
北村　　葵

あおい

　伸也・香　　　　大下
小林しゅう　直也・美由紀　　大下
井口　綾

あ や と

人　健太・祥子　　　親柄
佐藤　和

わ く

空　直樹・友美　　　渋川
酒井一

い ぶ き

歩輝　翔平・敬実　　　渋川
渡邉　　蓮

れん

　俊幸・明子　守門宮原
人口 うち外国人 増減

男 19,716 41 -27
女 20,733 147 -15
計 40,449 188 -42

世帯数 13,652 +2

人口と世帯数（Ｈ 24.9.1 現在）

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分

図
書
カ
ー
ド
」、「
魚
沼
映
画
の
専
門
店
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
」
を
各
５
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
答
え
と
市
報
の
感
想
等
を
お
書
き
の
う

え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
ハ

ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１０
月

２５
日

（木）

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　１，０００市町村と４７都道府県を対象に、全

国３万人以上の消費者から集めた回答によって実

施された行政評価「地域ブランド調査２０１２（株

式会社ブランド総合研究所）」が、自治体の魅力

度や認知度など、基本となる８つの指標について

結果を掲載しているので紹介します。

　魚沼市のランキングは、「魅力度」で県内１位

（全国１２１位）、過去１年間に情報・話題などを

見たり聞いたりしたことを表す「情報接触度」で

県内１位（全国７６位）、「産品購入意欲度」の食

品部門で県内１位（全国１３位）、総合部門で県

内１位（全国２０位）と、４つの指標にわたり県

内１位を獲得して、特に産品購入意欲度の食品部

門については素晴らしい結果となっています。

　その他の指標では、「産品購入意欲度」の食品

以外の部門で全国５１６位（三条市が県内１位・

全国２０位）、「認知度」では全国で１２７位（新

潟市が県内１位・全国１９位）、「居住意欲度」は

全国２４５位（新潟市が県内１位・全国１４２位）、

「観光意欲度」で全国１９９位（佐渡市が県内１位・

全国８９位）となっています。

　魚沼市が、数々の項目で県内トップを獲得した

ことは市民の皆さまの日々の努力の結果であり、

大変誇りに思います。

地域ブランド調査で多くの１位を獲得



児童絵画
魚
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市

ミニミニクッキング！
Good!

魚
沼
市

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
の

花

　カタクリ

市
の

木　コブシ

市
の

鳥　ウグイス

市

の魚　アユ
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編
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後
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紙
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写
真
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今月は井口小学校の児童の作品です
№

93

「森の中に住むカメ」
４年  小 山  悠 理  さん

「動く博物館」
３年  岡 部  翔 大  さん

no.93

イカとキャベツのピリ辛炒め（主菜）

①イカはわたを取り、きれいに洗う。胴は皮をむき
約８ｍｍの輪切りにする。しめじは石づきを取って
ほぐしておく。たけのこは短冊切り、キャベツ、赤
パプリカは２～３ｍｍの角切りにする。
②フライパンにＡを入れて火にかけ、香りがたった
らイカを加えて中火で炒める。
③たけのこ、しめじ、キャベツ、赤パプリカの順に
すばやく炒め、混ぜ合わせておいたＢで味付けする。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　175kcal　　たんぱく質　15.5 ｇ
脂質　9.5 ｇ　　炭水化物　6.4 ｇ　　塩分　1.6 ｇ

・減塩のポイント：旬のイカと野菜を辛味のある調味料豆板醤

で味付けしました。辛味やにんにく、しょうが、ごま油の風味

を利用することで、塩分が少なくてもおいしくいただけます。

材料（４人分）
イカ（胴体のみ）　　２はい
しめじ　　１／２パック
サラダ油　　　大さじ２
にんにく（みじん切り）

小さじ２
しょうが（みじん切り）

小さじ２

たけのこ（水煮）　１／２本
キャベツ　　　　　２枚
赤パプリカ　　１／３個
味噌　　　　大さじ１強
豆板醤　　　　小さじ１
みりん　　　　小さじ２
ごま油　　　　小さじ２｛B｛A

　

毎
年
多
く
の
写
真
愛
好
家

た
ち
を
魅
了
す
る
「
十
五
夜

ま
つ
り
・
神
輿
パ
レ
ー
ド
」。

パ
レ
ー
ド
の
見
所
と
な
る
上

仲
町
交
差
点
に
は
、
今
年
も

多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
各
神

輿
の
勇
壮
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
真
夏
の
よ
う
に
暑
い

３
日
間
で
し
た
が
、
十
五
夜

ま
つ
り
が
終
わ
る
と
、
秋

の
訪
れ
を

感
じ
ま
す
。

少
し
寂
し

い
気
持
ち

に
な
り
ま

す
ね
。

　

１０
月
１
日
か
ら
の
障
害
者
虐

待
防
止
法
施
行
を
前
に
、
障
害

者
の
人
権
を
守
る
講
演
会
を
取

材
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

障
害
者
に
と
っ
て
施
設
入
所
型

か
ら
、
地
域
参
加
型
の
時
代
と

な
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。
障
害

者
が
皆
さ
ん
と
共
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
職
場
の
中
で
普
通
に
暮

ら
せ
る
こ
と
が
、
障
害
者
と
そ

の
家
族
に
と
っ
て
、
将
来
ま
で

安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
社
会

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
Ｔ
）


